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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気的かつ光学的に接続された第一の電子内視鏡から送信された画像信号に画像処理を
施すことにより第一のデジタルビデオ信号を生成する画像処理手段と、
　少なくとも一つの外部装置から出力されたアナログビデオ信号を第二のデジタルビデオ
信号に変換する外部信号変換手段と、
　前記各デジタルビデオ信号のブランキング期間に各デジタルビデオ信号であることを識
別する識別情報を重畳する識別情報重畳手段と、
　前記第一と第二のデジタルビデオ信号を多重化することにより単一の伝送用デジタル信
号に変調し外部に送信する変調手段と、を有する第一の電子内視鏡プロセッサと、
　前記第一の電子内視鏡プロセッサから出力された前記伝送用デジタル信号を受信し、前
記識別情報に基づいて前記伝送用デジタル信号を前記第一と第二のデジタルビデオ信号に
復調する復調手段を有する受信システムと、を有し、
　前記外部装置は、電気的かつ光学的に接続された第二の電子内視鏡から送信された画像
信号に画像処理を施し、アナログビデオ信号として出力する第二の電子内視鏡プロセッサ
であることを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記復調手段は、前記伝送用デジタル信号に含まれる同期ワードに基づいて、各識別情
報が重畳されたブランキング期間を検出することを特徴とする電子内視鏡システム。
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【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記変調手段は、マルチプレクサであることを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記復調手段は、デマルチプレクサであることを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記受信システムは、前記復調手段により復調された前記第一と第二のデジタルビデオ
信号にそれぞれ対応する画像を別個独立した画面上にそれぞれ表示する表示手段を有する
ことを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項６】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記受信システムは、前記復調手段により復調された前記第一と第二のデジタルビデオ
信号にそれぞれ対応する画像を単一の画面上に表示する表示手段を有することを特徴とす
る電子内視鏡システム。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれかに記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記第一の電子内視鏡プロセッサは、前記画像処理手段から前記変調手段に出力される
前記第一のデジタルビデオ信号と、前記外部信号変換手段から前記変調手段に出力される
前記第二のデジタルビデオ信号との出力同期を合わせる出力同期制御手段をさらに有する
ことを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項８】
　請求項７に記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記画像処理手段は、生成した前記第一のデジタルビデオ信号を一時的に記憶する第一
の記憶部を有し、
　前記外部信号変換手段は、変換した前記第二のデジタルビデオ信号を一時的に記憶する
第二の記憶部を有し、
　前記出力同期制御手段は、各記憶部に記憶された各デジタルビデオ信号を読み出すタイ
ミングを一致させることにより、出力同期を合わせることを特徴とする電子内視鏡システ
ム。
【請求項９】
　請求項７または請求項８に記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記出力同期制御手段は、前記画像処理手段から出力される前記第一のデジタルビデオ
信号および前記外部信号変換手段から出力される前記第二のデジタルビデオ信号に同一タ
イミングで同期ワードを付与することを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれかに記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記画像処理手段は、前記第一のデジタルビデオ信号に、少なくとも前記第一のデジタ
ルビデオ信号であることを表すキャラクタ信号を重畳する第一の信号重畳部をさらに有す
ることを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０のいずれかに記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記外部信号変換手段は、前記第二のデジタルビデオ信号に、少なくとも前記第二のデ
ジタルビデオ信号であることを表すキャラクタ信号を重畳する第二の信号重畳手段をさら
に有することを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項１２】
　請求項１から請求項１１のいずれかに記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記第二の電子内視鏡の挿入部可撓管は、前記第一の電子内視鏡の挿入部可撓管内を介
して体腔内を進入することを特徴とする電子内視鏡システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の電子内視鏡による撮像画像をデジタル信号として伝送することができ
る電子内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮像画像の画質の劣化を防ぎ、電子内視鏡（電子スコープ）を実際に使用する場
所から離れた場所であっても高画質な撮像画像を観察できるように、電子内視鏡により撮
像された画像をデジタルビデオ信号として外部出力することにより、術者等によって実際
に内視鏡観察が行われる場所から離れた場所で高画質な撮像画像を観察することができる
電子内視鏡システムが知られている。このような電子内視鏡システムは、例えば、下記の
特許文献１に開示される。
【０００３】
【特許文献１】特開平８－２１４２９０号公報
【０００４】
　また、近年、主たる電子内視鏡とプロセッサの組と、一または複数の従たる電子内視鏡
とプロセッサの組からなり、各内視鏡が互いの短所を補間し合ってより詳細な内視鏡観察
を実現する、いわゆる親子式内視鏡システムが実用に供されている。詳しくは、親子式内
視鏡システムは、主たる電子内視鏡の鉗子チャネル等に従たる電子内視鏡の細い挿入部を
挿通させた状態で使用される。そして術者は、体腔内において比較的幅広な管腔内では、
操作性能が高く高性能な構成である主たる電子内視鏡を用いて撮像、観察を行う。主たる
電子内視鏡で撮像された画像は、対応する主たるプロセッサで画像処理され、外部に出力
される。また、幅狭な管腔内では、術者は、主たる電子内視鏡の鉗子チャネル等から従た
る電子内視鏡の挿入部先端を突出させて該幅狭な管腔内へ進入させ、主たる電子内視鏡で
は撮像困難であった部位の観察を可能にしている。従たる電子内視鏡で撮像された画像は
、対応する従たるプロセッサで画像処理され、外部に出力される。
【０００５】
　以上のような、親子式内視鏡システムであっても、各内視鏡で撮像された画像をデジタ
ル化し複数のデジタルビデオ信号を、実際に内視鏡が使用される場所（部屋）から離れた
場所（部屋）へ伝送したいという要望がある。しかし、上記特許文献１に開示される電子
内視鏡システムをそのまま親子式内視鏡システムに適用しようとすると、主従の各プロセ
ッサを共にデジタル出力できるように構成しなくてはならない。そのため、各プロセッサ
から各デジタルビデオ信号を出力させるための配線数が増える、あるいは親子式内視鏡シ
ステムを構成する各プロセッサの大型化やコストアップといった不具合を招くことになる
。該不具合は、内視鏡観察を行う検査室における配置スペースの問題や配線構造の複雑化
、新たな設備投資が要求される、あるいは既存の設備を使用することができないといった
問題を招きかねない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで本発明は、以上の事情に鑑み、いわゆる親子式内視鏡システムのように主従関係
にある複数の電子内視鏡とプロセッサの組からなる電子内視鏡システムにおいて、システ
ムの大型化を有効に回避しつつも各電子内視鏡により撮像された画像をデジタル化して外
部出力することが可能な電子内視鏡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明の請求項１に記載の電子内視鏡システムは、電気的か
つ光学的に接続された第一の電子内視鏡から送信された画像信号に画像処理を施すことに
より第一のデジタルビデオ信号を生成する画像処理手段と、少なくとも一つの外部装置か
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ら出力されたアナログビデオ信号を第二のデジタルビデオ信号に変換する外部信号変換手
段と、各デジタルビデオ信号のブランキング期間に各デジタルビデオ信号であることを識
別する識別情報を重畳する識別情報重畳手段と、第一と第二のデジタルビデオ信号を多重
化することにより単一の伝送用デジタル信号に変調し外部に送信する変調手段と、を有す
る第一の電子内視鏡プロセッサと、第一の電子内視鏡プロセッサから出力された伝送用デ
ジタル信号を受信し、識別情報に基づいて伝送用デジタル信号を第一と第二のデジタルビ
デオ信号に復調する復調手段を有する受信システムと、を有し、外部装置は、電気的かつ
光学的に接続された第二の電子内視鏡から送信された画像信号に画像処理を施し、アナロ
グビデオ信号として出力する第二の電子内視鏡プロセッサであることを特徴とする。
【０００８】
　請求項１に記載の電子内視鏡システムによれば、複数のデジタルビデオ信号を単一の伝
送用デジタル信号に変調することにより、各デジタルビデオ信号に対応した出力系統を備
える必要がなくなる。よって、配線数を減らしつつも効果的に複数のデジタルビデオ信号
を伝送させることが可能になる。
【０００９】
　なお、本文において、デジタルビデオ信号とは、そのままの状態で画像生成が可能なデ
ジタル化されたビデオ信号のことをいう。また、伝送用デジタル信号とは種々の情報（例
えば、複数のデジタルビデオ信号）が含まれる（多重化された）信号のことをいう。
【００１０】
　請求項２に記載の電子内視鏡システムによれば、復調手段は、伝送用デジタル信号に含
まれる同期ワードに基づいて、各識別情報が重畳されたブランキング期間を検出すること
ができる。
【００１１】
　上記変調手段としてはマルチプレクサが（請求項３）、上記復調手段としてはデマルチ
プレクサが（請求項４）、それぞれ例示される。
【００１２】
　請求項５に記載の電子内視鏡システムによれば、受信システムは、復調手段により復調
された第一と第二のデジタルビデオ信号にそれぞれ対応する画像を別個独立した画面上に
それぞれ表示する表示手段を有することができる。
【００１３】
　また、請求項６に記載の電子内視鏡システムによれば、受信システムは、復調手段によ
り復調された第一と第二のデジタルビデオ信号にそれぞれ対応する画像を単一の画面上に
表示する表示手段を有することもできる。
【００１５】
　請求項７に記載の電子内視鏡システムによれば、第一の電子内視鏡プロセッサは、画像
処理手段から変調手段に出力される第一のデジタルビデオ信号と、外部信号変換手段から
変調手段に出力される第二のデジタルビデオ信号との出力同期を合わせる出力同期制御手
段をさらに有することが望ましい。
【００１６】
　請求項８に記載の電子内視鏡システムによれば、上記画像処理手段は、生成した第一の
デジタルビデオ信号を一時的に記憶する第一の記憶部を有し、上記外部信号変換手段は、
変換した第二のデジタルビデオ信号を一時的に記憶する第二の記憶部を有する。そして、
出力同期制御手段は、各記憶部に記憶された各デジタルビデオ信号を読み出すタイミング
を一致させることにより、出力同期を合わせる。
【００１７】
　請求項９に記載の電子内視鏡システムによれば、出力同期制御手段は、画像処理手段か
ら出力される第一のデジタルビデオ信号および外部信号変換手段から出力される第二のデ
ジタルビデオ信号に同一タイミングで同期ワードを付与する。
【００１８】
　請求項１０に記載の電子内視鏡システムによれば、画像処理手段は、第一のデジタルビ
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デオ信号に、少なくとも第一のデジタルビデオ信号であることを表すキャラクタ信号を重
畳する第一の信号重畳部をさらに有することが望ましい。
【００１９】
　同様に、請求項１１に記載の電子内視鏡システムによれば、外部信号変換手段は、第二
のデジタルビデオ信号に、少なくとも第二のデジタルビデオ信号であることを表すキャラ
クタ信号を重畳する第二の信号重畳手段をさらに有することが望ましい。
【００２２】
　請求項１２に記載の電子内視鏡システムによれば、第二プロセッサに接続される第二の
電子内視鏡の挿入部可撓管は、第一プロセッサに接続される第一の電子内視鏡の挿入部可
撓管内を介して体腔内を進入するように構成される。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明に係る電子内視鏡システムによれば、第一の電子内視鏡プロセッサ側で複数のデ
ジタルビデオ信号を多重化して単一の伝送用デジタル信号に変調すると共に、受信システ
ム側で該伝送用デジタル信号のブランキング期間にある識別情報に基づいて複数のデジタ
ルビデオ信号を生成するように構成することにより、配線数を少なく抑えるといった簡易
な構成を実現しつつも高画質な画像を受信システム側に提供することができる。
【００２６】
　また、第一の電子内視鏡プロセッサに直接接続された電子内視鏡から送信される画像信
号のみならず、外部装置、すなわち第二の電子内視鏡プロセッサから出力されたアナログ
信号も伝送用デジタル信号に変調して外部に出力することが可能になる。これにより、コ
ストアップを抑えて、システムの大型化を有効に回避しつつも各電子内視鏡により撮像さ
れた画像をデジタル化して外部出力することが可能な親子式の電子内視鏡システムが提供
される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　図面を参照して本発明の実施形態を説明する。本実施形態は、本発明に係る信号伝送シ
ステムをいわゆる親子式の電子内視鏡システムに適用した例である。図１は、本実施形態
の電子内視鏡システム１００の概略構成を示す図である。電子内視鏡システム１００は、
第一プロセッサ１００Ａ、第一電子内視鏡１００Ｂ、第二プロセッサ１００Ｃ、第二電子
内視鏡１００Ｄ、第一モニタ１００Ｅ、第二モニタ１００Ｆ、受信システム１００Ｇを有
する。
【００２８】
　第一プロセッサ１００Ａは、システムコントローラ１、光源部２、画像処理部３、外部
信号変換部４、信号出力部５、を有する。内視鏡観察時、第一プロセッサ１００Ａには、
第一電子内視鏡１００Ｂが電気的かつ光学的に接続される。また、第一プロセッサ１００
Ａには、第一モニタ１００Ｅや第二プロセッサ１００Ｃが接続される。第一電子内視鏡１
００Ｂは、撮像部７、内視鏡側画像処理部８、ＥＥＰＲＯＭ９、鉗子チャネル１０、ライ
トガイド１１を有する。
【００２９】
　第二プロセッサ１００Ｃは、内部構成を図示しないものの、上述した第一プロセッサ１
００Ａとほぼ同等な構成を有する。但し、コストアップを回避するため、第二プロセッサ
１００Ｃは、第一プロセッサ１００Ａよりも安価かつ簡易な構成になっている。例えば、
第二プロセッサ１００Ｃから外部（ここでは、第一プロセッサ１００Ａや第二モニタ１０
０Ｆ）に出力されるビデオ信号は全てアナログ信号である。
【００３０】
　第二電子内視鏡１００Ｄは、第一電子内視鏡１００Ｂと略同一に構成される。ここで、
第二電子内視鏡１００Ｄは、その挿入部を第一電子内視鏡１００Ｂの鉗子チャネル１０内
に挿通させ、鉗子口１０ａから先端部を突出した状態で使用される内視鏡である。つまり
第二電子内視鏡１００Ｄは、第一電子内視鏡１００Ｂを主たる内視鏡と捉えると、従たる
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内視鏡にあたる。また、第二プロセッサ１００Ｃは、補助プロセッサにあたる。つまり、
電子内視鏡システム１００は、第一電子内視鏡１００Ｂを親機、第二電子内視鏡１００Ｄ
を子機と位置づけた親子式内視鏡システムである。なお、第二電子内視鏡１００Ｄにおけ
る体腔内挿入部、つまり挿入部可撓管は、第一電子内視鏡１００Ｂの鉗子チャネル１０に
挿通可能な形状を有している。
【００３１】
　以上のような構成の電子内視鏡システム１００を用いた、撮像画像のデジタルビデオ信
号処理および該デジタルビデオ信号に関する伝送処理について、図１および図２を参照し
つつ以下詳述する。図２は、主として第一プロセッサ１００Ａが行う上記の各処理に関す
るブロック図である。
【００３２】
　第一電子内視鏡１００Ｂを用いて体腔内の画像を撮像する場合、システムコントローラ
１は、光源部２を発光制御する。なお、システムコントローラ１は、第一プロセッサ１０
０Ａの各部位を統括して制御するだけでなく、第一電子内視鏡１００Ｂ（例えば撮像部７
等）も駆動制御する。より詳しくは、システムコントローラ１は、第一電子内視鏡１００
Ｂが第一プロセッサ１００Ａに接続されると、ＥＥＰＲＯＭ９に格納されている第一電子
内視鏡１００Ｂ固有の情報を読み出す。そして該固有の情報も参考にして、第一電子内視
鏡１００Ｂを駆動制御する。なお、ＥＥＰＲＯＭ９に格納される固有の情報としては、ロ
ットナンバ等の識別情報等が例示される。
【００３３】
　光源部２は、システムコントローラ１からの制御信号を受けて光を照射する。照射され
た光は、ライトガイド１１を介して、第一電子内視鏡１００Ｂの先端（より具体的には第
一電子内視鏡１００Ｂの可撓管先端）から射出され、体腔内を照明する。
【００３４】
　照明された体腔内からの反射光は、撮像部７内の撮像素子７１に受光される。撮像素子
７１は、光電変換して受光量に対応する電圧信号（以下、画像信号という）を出力する。
出力された画像信号は、アンプ７２で所定レベルまで増幅された後、内視鏡側画像処理部
８に入力する。
【００３５】
　内視鏡側画像処理部８は、入力された画像信号にガンマ補正やゲイン調整等の処理を施
す。また、内視鏡側画像処理部８は、内部に信号生成用ＩＣ回路を有している。該回路は
、画像信号に基づき、輝度信号Ｙ、色差信号Ｃｂ、Ｃｒを生成する。なお、ここで生成さ
れる各信号は各々１０ｂｉｔのパラレル信号であると想定する。輝度信号および色差信号
は、内視鏡側画像処理部８から出力され、画像処理部３の第一デジタルデコーダ３１に入
力する。
【００３６】
　第一デジタルデコーダ３１は、入力する輝度信号および色差信号の各アナログ信号をデ
ジタル信号に変換する。本実施形態の第一デジタルデコーダ３１は、Ｄ－１規格に則って
各信号に対してサンプリングを行い、デジタル化を行う。すなわち、第一デジタルデコー
ダ３１は、輝度信号と各色差信号のサンプリング周波数の比率が４：２：２になるように
サンプリングを行う。具体的には、第一デジタルデコーダ３１は、輝度信号に対しては１
３．５ＭＨｚ、各色差信号に対しては６．７５ＭＨｚのサンプリング周波数でサンプリン
グを行う。結果として、各信号の１ライン分に相当する有効映像期間、つまり前回の同期
パルスから今回の同期パルスまでの期間内におけるサンプル数は、輝度信号が７２０、各
色差信号が３６０となる。
【００３７】
　デジタル信号化処理を経た輝度信号および各色差信号は、メモリ３２にデータとして一
時的に記録される。そして、システムコントローラ１から定期的に送信されるタイミング
信号に従って一斉に読み出され、第一マルチプレクサ３３に入力する。ここで静止画像を
表示する場合は、メモリ３２に記録されているデータの更新を中止すればよい。
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【００３８】
　なお、画像処理部３は、第一キャラクタ処理回路３４を有する。第一キャラクタ処理回
路３４は、画像処理回路３を介して表示される画像が、第一電子内視鏡１００Ｂにより撮
像された画像であることを視覚的に表す情報に関するキャラクタ信号を生成する。そして
、メモリ３２から読み出され第一マルチプレクサ３３に入力する各信号に対して、該キャ
ラクタ信号を重畳する。第一キャラクタ処理回路３４が生成するキャラクタ信号に対応す
る情報としては、「ＭＡＩＮ」という文字情報等が例示される。他にも、第一キャラクタ
処理回路３４は、患者名や患者のＩＤ、現在の日時、といった種々の情報に関するキャラ
クタ信号を生成、重畳することが可能である。
【００３９】
　第一マルチプレクサ３３は、入力する各信号を所定のサンプリング周波数で順次サンプ
リングして多重化処理を行う。本実施形態では、所定のサンプリング周波数は、第一デジ
タルデコーダ３１において輝度信号に対するサンプリング周波数の２倍、つまり２７ＭＨ
ｚに設定される。また、サンプリングは、色差信号Ｃｂ、輝度信号Ｙ、色差信号Ｃｒの順
に行われる。該多重化処理により、一系統のデジタルビデオ信号が生成される。以下、こ
こで生成されるデジタル画像信号を、説明の便宜上、第一のデジタルビデオ信号という。
第一マルチプレクサ３３で生成された直後の第一のデジタルビデオ信号は、１０ｂｉｔの
パラレル信号である。この多重化処理により、以後の回路等において、１０ｂｉｔの信号
三種類に対して処理を行うよりも負担を軽減することができる。
【００４０】
　また、第一マルチプレクサ３３には、第一同期ワード生成回路３５が接続されている。
第一同期ワード生成回路３５は、システムコントローラ１の制御下、第一デジタルデコー
ダに入力する前の各アナログ信号に存在する同期パルスに対応する同期ワードを生成し、
第一マルチプレクサ３３に該同期ワードを送信する。第一マルチプレクサ３３は、所定の
タイミングで第一同期ワード生成回路３５から送信された同期ワードを第一のデジタルビ
デオ信号に付加する。
【００４１】
　なお、第一マルチプレクサ３３は、第一のデジタルビデオ信号におけるブランキング期
間に該信号が第一のデジタルビデオ信号であることを識別するための識別情報（第一の識
別情報）を重畳する。ブランキング期間とは、画像の１ライン分に相当する有効映像期間
を特定するための同期ワードの間、より具体的には、デジタルビデオ信号において、前回
の有効映像期間の終了に関する同期ワードと次回の有効映像期間の開始に関する同期ワー
ド間に存在し、本来何らの情報も有しない期間のことである。従って、第一のデジタルビ
デオ信号のブランキング期間に上記のような識別情報を重畳しても、画像データ自体には
何らの影響も及ぼさない。
【００４２】
　第一マルチプレクサ３３から出力された第一のデジタルビデオ信号は、デジタルエンコ
ーダ３６および信号出力部５に入力する。デジタルエンコーダ３６は、入力した第一のデ
ジタルビデオ信号を、Ｒ、Ｇ、Ｂの各アナログ信号や、第一モニタ１００Ｅの仕様に応じ
てＳビデオ信号、コンポジットビデオ信号等に変換する。第一モニタ１００Ｅは、デジタ
ルエンコーダ３６により変換され、出力されたアナログビデオ信号に基づく画像を表示す
る。つまり、本実施形態の第一プロセッサ１００Ａは、第一電子内視鏡１００Ｂにより撮
像された画像をデジタル信号およびアナログ信号として出力可能に構成されている。なお
、術者等がフロントパネル等にある操作部６を操作することにより、システムコントロー
ラ１がデジタルエンコーダ３６からのアナログ出力の許否を制御することも可能である。
【００４３】
　第二電子内視鏡１００Ｄを用いて体腔内を撮像する場合、第二プロセッサ１００Ｃが上
述した第一プロセッサ１００Ａと同様の処理を行う。但し、第二プロセッサ１００Ｃは、
上記画像処理部３で実行されたようなデジタル変換処理を行う機能を有していない安価な
構成である。従って、第二プロセッサ１００Ｃから第二モニタ１００Ｆおよび第一プロセ
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ッサ１００Ａに出力される信号は、アナログビデオ信号である。
【００４４】
　第二プロセッサ１００Ｃから出力されたアナログビデオ信号は、第一プロセッサ１００
Ａの外部信号変換部４に入力する。外部信号変換部４は、第二デジタルデコーダ４１、第
二メモリ４２、第二マルチプレクサ４３、第二キャラクタ処理回路４４、第二同期ワード
生成回路４５、判別回路４６を有する。
【００４５】
　ここで、第一プロセッサ１００Ａの外部信号変換部４は、入力するアナログビデオ信号
の規格の別を問わず、デジタルビデオ信号に変換できるように構成されている。具体的に
は、第二デジタルデコーダ４１は、入力するアナログビデオ信号がいずれの規格であって
も所定のデジタルビデオ信号に変換できる機能を有する。また、外部信号変換部４には、
ケーブル接続用のポートＰが入力可能なアナログビデオ信号の規格に適合する数だけ設け
られている。以下では、便宜上、輝度信号と色差信号が入力するものとする。
【００４６】
　なお、接続される第二プロセッサ１００Ｃが予め決められており、第二プロセッサ１０
０Ｃから出力されるアナログビデオ信号が常に単一の規格である場合には、接続ポートは
一系統で足りる。また、外部信号変換部４には所定の規格に従った単一のポートＰのみ配
設し、各プロセッサ１００Ａ、１００Ｃ間を接続するケーブルとして、周知の変換処理に
より該所定の規格のアナログビデオ信号に変換するような変換機能を備えるケーブルを使
用することも可能である。
【００４７】
　ポートＰを介して入力されたアナログビデオ信号は、判別回路４６を介して第二デジタ
ルデコーダ４１に入力する。判別回路４６は、外部からの信号入力の有無を判別する回路
である。外部からの信号入力がない場合、システムコントローラ１は、判別回路４６から
送信される信号に基づき、外部信号変換部４全体を電気的に休止状態にし、省電力化を図
っている。
【００４８】
　第二デジタルデコーダ４１は、上記第一デジタルデコーダ３１と同様の処理を行い、入
力されたアナログビデオ信号を輝度信号Ｙと色差信号Ｃｂ、Ｃｒをデジタル変換する。各
信号は、後段に配設された第二メモリ４２にデータとして一時的に記憶される。なおデジ
タル変換された各信号は、上記画像処理部３でデジタル化された信号と同様１０ｂｉｔの
パラレル信号である。
【００４９】
　ここで、システムコントローラ１は、第一メモリ３２を読み出す際に用いるタイミング
信号と同一の信号を同一タイミングで第二メモリ４２にも送信する。これにより、第二メ
モリ４２に記憶されているデータに対応する各信号は、一斉に読み出され、第二マルチプ
レクサ４３に送信される。
【００５０】
　第二キャラクタ処理回路４４は、画像処理部３が有する第一キャラクタ処理回路３４と
同様の処理を行う。具体的には、第二キャラクタ処理回路４４は、外部信号変換部４を介
して表示される画像が、第二電子内視鏡１００Ｄにより撮像された画像であることを視覚
的に表す情報に関するキャラクタ情報、例えば「ＳＵＢ」という文字情報等に関するキャ
ラクタ信号を生成する。そして、第二デジタルデコーダ４１から出力され第二マルチプレ
クサ４３に入力する各信号に対して、該キャラクタ信号を重畳する。なお、第二キャラク
タ処理回路４４も、第一キャラクタ処理回路３４と同様に、患者名等に関する他のキャラ
クタ信号を生成、重畳することが可能である。
【００５１】
　第二マルチプレクサ４３は、入力する各信号に、第一マルチプレクサ３３と同一の多重
化処理を施す。該多重化処理により、一系統のデジタルビデオ信号が生成される。以下、
ここで生成されるデジタル画像信号を、説明の便宜上、第二のデジタルビデオ信号という
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。
【００５２】
　なお、第二マルチプレクサ４３には、第一マルチプレクサ３３と同様に、第二同期ワー
ド生成回路４５が接続されている。第二同期ワード生成回路４５は、システムコントロー
ラ１の制御下、第二デジタルデコーダ４１入力前の各アナログ信号に存在する同期パルス
に対応する同期ワードを生成し、第二マルチプレクサ４３に該同期ワードを送信する。第
二マルチプレクサ４３は、所定のタイミングで第二同期ワード生成回路４５から送信され
た同期ワードを第二のデジタルビデオ信号に付加する。ここで、所定のタイミングとは、
上述した第一マルチプレクサ３３が第一のデジタルビデオ信号に同期ワードを付加するタ
イミングと同一タイミングである。つまり、各メモリ３２、４２からの読み出しタイミン
グの同期を取っていることにより、各デジタルビデオ信号に対して同一タイミングで同期
ワードを付与することが可能になる。
【００５３】
　加えて、第二マルチプレクサ４３は、第二のデジタルビデオ信号におけるブランキング
期間に該信号が第二のデジタルビデオ信号であることを識別するための識別情報（第二の
識別情報）を重畳する。第二マルチプレクサ４３から出力された第二のデジタルビデオ信
号は、信号出力部５に入力する。以下、図３を参照しつつ信号出力部５での処理について
詳述する。なお、図３では説明の便宜上、第一のデジタルビデオ信号をＳ１、第二のデジ
タルビデオ信号をＳ２と記す。
【００５４】
　信号出力部５は、第三マルチプレクサ５１とパラレル／シリアル変換器５２を有する。
第三マルチプレクサ５１は、図３中、第一のデジタルビデオ信号Ｓ１および第二のデジタ
ルビデオ信号Ｓ２が入力する。図３に示すように、第三マルチプレクサ５１に入力する各
デジタルビデオ信号Ｓ１、Ｓ２は、色差情報Ｃｂ、Ｃｒ、輝度情報Ｙ、同期ワード１～４
、識別情報ｉ１（またはｉ２）から構成される。なお、上記の通り、識別情報ｉ１（また
はｉ２）は各信号のブランキング期間に重畳されている。このことを明確にするため、図
３ではブランキング期間をハッチングして示す。
【００５５】
　なお、図３に示す各信号における記号の意味は以下の通りである。すなわち、各情報Ｃ
ｂ、Ｙ、Ｃｒの直後に付された数字（１～７２０）は、画像１ラインにおける何番目のド
ットの情報であるかを意味する。また、一般的に同期ワードは計４ワードから構成される
。ここでは、同期ワード１は、全てのｂｉｔが１、つまり１０ｂｉｔ１６進数では３ＦＦ
と表される。同期ワード２は、全てのｂｉｔが０、つまり１０ｂｉｔ１６進数では０００
と表される。同期ワード３は、全てのｂｉｔが０、つまり１０ｂｉｔ１６進数では０００
と表される。同期ワード４は、フレーム情報である。ここで有効映像期間およびブランキ
ング期間では、３ＦＦおよび０００は使用できないように規定されている。従って、３Ｆ
Ｆ、０００は同期ワード固有のワードとして定義される。
【００５６】
　なお、括弧書きで記したＳ１、Ｓ２は、いずれのデジタルビデオ信号に関する情報かを
判別容易にするため説明の便宜上記しているものである。つまり、実際の信号上では各情
報Ｃｂ、Ｙ、Ｃｒおよび同期ワード１～４は、いずれのデジタルビデオ信号に関するもの
か識別可能な状態にはない。
【００５７】
　上記のように、各デジタルビデオ信号は同期を合わされているため、図３（Ａ）、（Ｂ
）に示すように各デジタルビデオ信号の特定の時刻に伝送されるデータは常に同種であっ
てずれはない。
【００５８】
　第三マルチプレクサ５１は、入力する各信号を所定のサンプリング周波数で順次サンプ
リングして多重化処理を行う。本実施形態では、所定のサンプリング周波数は、第一マル
チプレクサ３３や第二マルチプレクサ４３におけるサンプリング周波数の２倍、つまり５
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４ＭＨｚに設定される。該多重化処理により、二つのデジタルビデオ信号Ｓ１、Ｓ２は、
伝送に適した一系統の伝送用デジタル信号Ｔに変調される。
【００５９】
　第三マルチプレクサ５１から出力された伝送用デジタル信号Ｔは、図２に示すように、
パラレル／シリアル変換器５２に入力する。パラレル／シリアル変換器５２は、入力した
パラレルの伝送用デジタル信号Ｔをシリアル信号に変換し、外部に出力する。外部出力の
際、パラレル／シリアル変換器５２では、シリアル変換したことによる信号伝送のディレ
イを防止すべく、第三マルチプレクサ５１の多重化処理時のサンプリング周波数の１０倍
、つまり５４０ＭＨｚに伝送レートが設定される。
【００６０】
　伝送用デジタル信号Ｔは、一本のシリアルケーブルｋを伝送して、第一プロセッサ１０
０Ａ等が配設された場所から離れた場所にある受信システム１００Ｇに入力する。受信シ
ステム１００Ｇは、デマルチプレクサ１０１、識別回路１０２、モニタ等の表示部１０３
ａ、１０３ｂを有する。
【００６１】
　伝送用デジタル信号Ｔは、まずデマルチプレクサ１０１に入力する。デマルチプレクサ
１０１は、伝送用デジタル信号Ｔを第一のデジタルビデオ信号Ｓ１、第二のデジタル信号
Ｓ２に復調する。具体的には、デマルチプレクサ１０１は、まず同期ワードを検出する。
そして、検出した同期ワードに基づきサンプリングデータの数をカウントしてブランキン
グ期間を特定し、該期間内にある情報を識別情報として認識する。そして、認識した識別
情報ｉ１またはｉ２に対応して有効映像期間内にある多重化された信号を順次復調し、第
一のデジタルビデオ信号Ｓ１と第二のデジタルビデオ信号Ｓ２を生成する。ここでの復調
処理は、図３に示す矢印とは逆方向の処理といえる。
【００６２】
　デマルチプレクサ１０１から出力された復調後の第一のデジタルビデオ信号Ｓ１と第二
のデジタルビデオ信号Ｓ２は、各々別系統の信号線を介して識別回路１０２に入力する。
識別回路１０２は、予め、観察者等のユーザによって、いずれのデジタルビデオ信号に対
応する画像をいずれの表示部１０３ａ、１０３ｂで表示させるか設定されている。従って
、識別回路１０２は、入力する各デジタルビデオ信号の種類を判別して、該設定に対応し
た表示部へ各信号を出力する。以上の処理によって、各表示部１０３ａ、１０３ｂには、
各電子内視鏡１００Ｂ、１００Ｄで撮像された画像が表示される。ここで、受信システム
１００Ｇに伝送される信号はデジタル処理されているため、伝送による信号劣化の影響が
有効に防止され、高画質な画像の観察が保証される。
【００６３】
　なお、第二電子内視鏡１００Ｄによる撮像が行われていない等、外部から外部信号変換
部４への信号入力がない場合、判別回路４６からの信号に基づきシステムコントローラ１
は、所定の制御信号を信号出力部５に送信する。信号出力部５は、該所定の制御信号を受
信すると、第三マルチプレクサ５１による多重化処理は行わず、第一のデジタルビデオ信
号のみをそのまま出力する。
【００６４】
　以上が本発明の実施形態である。なお、上記実施形態では、本発明に係る信号伝送シス
テムがより好適に実施されるであろう電子内視鏡システムを例にとって説明したが、本発
明に係る信号伝送システムは、電子内視鏡システム以外にも使用することができる。また
、本発明は上記で説明した構成に限定されるものではなく、例えば以下に説明するような
変形を行うことも可能である。
【００６５】
　まず、上記実施形態では、第一、第二マルチプレクサ３３、４３に入力する各デジタル
ビデオ信号は同期を合わせていると説明した。このようにマルチプレクサ５１に入力する
各デジタルビデオ信号の同期を合わせることにより、受信システム１００Ｇ側において、
各信号に基づき表示される画像を編集する際の便宜に資することになる。しかし、本実施
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形態のように、同期ワードによって必然的に特定されるブランキング期間に重畳させた識
別情報に基づき復調処理をするような構成にすることにより、各デジタルビデオ信号は同
期が取れていなくとも、有効に復調処理を行うことができる。
【００６６】
　例えば、上記実施形態では、従たる内視鏡として第二電子内視鏡１００Ｄを使用してい
る。しかし、本発明に係る電子内視鏡システムは、従たる内視鏡として超音波内視鏡やＸ
線観察用内視鏡を使用することができる。
【００６７】
　上記実施形態では、内視鏡側画像処理部８は第一電子内視鏡１００Ａ内に組み込まれて
いるが、該処理部８を画像処理部３内に配設し、前段処理部として位置づけることも可能
である。
【００６８】
　また上記実施形態では、デジタル信号の規格としてＤ－１を使用しているが、これはあ
くまで例示であって他の規格に則って変換することも可能である。例えば、各パラレル／
シリアル変換器３５、４５において、民生機に好適なＩＥＥＥ１３９４フォーマットに変
換することも可能である。
【００６９】
　また上記実施形態では、各メモリ３２、４２からの読み出しタイミングを一致させ、さ
らに同期ワードを同時期に付与することにより複数のデジタル信号の出力同期を合わせる
構成を採っているが、該構成に加えてあるいは該構成の代替として、ＰＬＬ（Phase Lock
ed Loop）回路やGenlock回路を用いることも可能である。
【００７０】
　また、上記実施形態では、第一、第二のマルチプレクサで行う多重化処理は、１ライン
を構成するドット単位でサンプリングがなされるようなサンプリング周波数に設定されて
いるが、該周波数はこれに限定されるものではなく、例えば、１ライン毎、１フレーム毎
でサンプリングがなされるような周波数であっても良い。
【００７１】
　さらに上記実施形態では、第一のデジタルビデオ信号と第二のデジタルビデオ信号の二
種類を多重化して単一の伝送用デジタル信号に変調すると説明したが、本発明に係る信号
伝送システムは、２以上のデジタルビデオ信号を多重化することも可能である。
【００７２】
　また、上記実施形態では、表示部１０３ａ、１０３ｂはそれぞれ別個独立した装置等（
例えばモニタ）を想定しているが、単一のモニタに複数のデジタルビデオ信号に基づく画
像を表示しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明の実施形態の電子内視鏡システムの概略構成を示す図である。
【図２】実施形態の電子内視鏡システムの画像処理、信号伝送処理に関するブロック図で
ある。
【図３】実施形態の電子内視鏡システムの信号処理を説明するための図である。
【符号の説明】
【００７４】
　１　システムコントローラ
　３　画像処理部
　４　外部信号変換部
　５　信号出力部
　３３、４３、５１　マルチプレクサ
　７　撮像部
　１０　鉗子チャネル
　１００　電子内視鏡システム
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　１００Ａ　第一プロセッサ
　１００Ｂ　第一電子内視鏡
　１００Ｃ　第二プロセッサ
　１００Ｄ　第二電子内視鏡
　１００Ｇ　受信システム
　１０１　デマルチプレクサ

【図１】 【図２】
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